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①Wistar系 Ratの顎下腺を用い，酸食塩水 (A S) 法および酸エタノール (A E) 法にてグルカゴ
ン様物質を抽出した。②グルカゴンの測定はグルカゴン C端抗体OAL -123を用いた RIA法にて行
い， R 1 A中における 125 1 _グルカゴンの分解は Trichloroacetate法 (TCA法)にて調べた。③AS
抽出物と醇グルカゴンの同一性を調べるため，これらの稀釈曲線を調べた。④AS およびAE抽出物を
Bio-Gel P-10 (1:7X90cm) にてゲ、ル漉過し，グルカゴンおよびグルカゴン分解活性のゲ、ル櫨過ノマター
ンを調べた。⑤1251 グルカゴン0.2μCi または標準醇グルカゴン20ng をAS またはAE抽出物と 4 0C




①顎下腺からAS法では見かけ上3.6 士1.5μg/ g -tissue (mean i: S D , n = 5 )のグルカゴンが抽
出されたが， TCA法で調べるとアッセイ時にほとんどすべての国 I- グルカゴンが分解されていた。
②AS抽出物中のグルカゴン分解活d性は10m11 Benzamidineあるいは1000K I U / m.e Aprotinine では
全く抑制できなかったが， 1000Cにて10分間煮沸すると完全に消失し 同時に RIAにでもグルカゴン
は検出できなくなった。③Bio-Gel P-10にてゲlレ漉過すると Void volume に一致して多量のグルカ
ゴンが溶出されたが，同-Fration に強いグルカゴン分解活性がみられた。④AS抽出物の RIA法の
稀釈曲線は標準騨グルカゴンの希釈曲線とは平行せず， TCA法でみたグルカゴン分解の希釈曲線と平
行した。⑤AS抽出物と 4 0Cにて10分間インキュベートした悶 1 -グルカゴンを Bio-Gel P- lOにて
ゲル漉過すると，分子量約2000の Fraction に溶出した。この成分はグルカゴン N端抗体OAL
196とは反応するがC端抗体OAL -123とは反応しなかった。⑥標準梓グルカゴンはAS抽出物により
分子量2000のN端と分子量1300の C端に分解された。このことより，グルカゴンの分解は17 ， 18位の
Arginine残基の所で、分解されることが明らかとなった。
AE抽出物に関する検討
①AE抽出物の場合は1.5 i: 0.15ng/g -tissue (mean土 SD ， n=9) のグルカゴンが検出されたが，
この場合も少量の・グルカゴン分解活性の残存がみられ (AS抽出物の0.027i: 0.004%に相当)，両者聞に





















ゼA ， B であることを示した。本研究は長年の懸案であった唾液腺グルカゴンの実態につき明解な結論
を下したのみならず，更に他のペプチドのイムノアッセイに起こり得る問題に対する一つの指針を与え
た意味でも重要であり，学位に値するものと考えられる。
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